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【概要】 

子ども用の古靴を集め、ボルネオ島の子ども達に送りたい。 

【実施結果】 

緑区内のリユースショップの協力を得て、２月いっぱい回収を行い、２７足を集めた。

３月のボルネオ島訪問時に、以前から参加しているボランティア団体の一員として地

方の集落を訪れ、現地の子どもたちに提供した。 

◆ 実施の効果 

・ 廃棄されるはずの靴を回収でき、海外支援につなげられた。 

・ 靴を受け取った子どもたちはもちろん、ボランティア団体も、非常に喜ばれる支

援メニューができたことを歓迎している。 

◆ 今後の予定 

・ 個人の取組としても適度な量の、状態のいい子ども靴が回収できた。リユースシ

ョップから常時回収を受け付けてくれるとの回答を得たので、11 月に予定してい

るボルネオ訪問時に集まった靴を持参するなど、今後も取組を継続していきたい。

【支援内容】 

・ 回収に協力しうるリユースショップのご紹介。 

【効果検証】 

・ 衣類に比べて靴はリユースが進みにくく、また、成長によってサイズが変わる子ど

も靴は、まだまだ使えるものが捨てられている。「もったいない」という気持ちをき

っかけに、海外支援を行うと同時に、廃棄される靴のリデュースが実現した取組で

ある。 

・  

【今後の課題、展開等】 

・ 今回は、リユースショップ店頭でのＰＲのみで適度な量の靴が回収できたが、今後、

回収数が減少した場合には、状況に応じてヨコハマＲひろばウェブサイトによるＰ

Ｒ支援等を行う。 


